
【取組内容①】 山間小規模校が抱える問題解決に向けたICTの利活用（オンラインで合同授業）

小川村立小川中学校（長野県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

・Googleスライド（説明）
・Googleスプレッドシート（意見集約・振り返り）
・Google jamboard（各グループ１枚）

【本校の課題】
小・中学校ともに一村一校であり，多様な意見を聞く機会，多様な見方・考え方に触れる機会が乏しい。

【取り組み】
多様な意見に触れる機会を設定するために近隣の中学校とオンラインで合同授業を設定。

【授業の実際】
＊汎用的なソフトウェアを活用して、多様な考えや意見を共有し、

協働的な学びの機会とする。

【成果・課題】
多様な意見に触れることの楽しさや考えを深めることにつながった。
通信環境や両校に共通する課題の設定などに課題が見られた。



【取組内容①】 GoogleClassroomやクラウドを活用した
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた新たな授業構想

小川村立小川中学校（長野県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

小川中で考える新たな授業構想

【汎用的なソフトウェアやクラウドを活用してつくる学びの環境 】
・学び方を自分で選択できる（個別最適な学び）
・いつでも，他者の考えや意見に触れたり，参考にできる環境
（協働的な学び）

例 ）社会科の授業

①Classroomのストリームによる授業展開の表示
・・・何をすればよいか，考えればよいのか確認

②使うものを自分で選択して情報の収集、整理・分析
・・・教科書，デジタル教科書，ネット検索

③必要な時に必要なものを見れる，相談できる環境整備
・・・チャット，スプレッドシート，jamboardによる他者参照

〔①classroomのストリームによる授業展開の表示〕

〔②使うものを自分で選択して情報の収集、整理・分析〕 〔③必要な時に必要なものを見られる，相談できる環境整備〕



【取組内容②】 デジタル教材の活用

小川村立小川中学校（長野県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

（１）動画の活用（例：体育）

マット運動の授業では、技の練習時において、各自必要な時に自
分が必要としている手本の動画を視聴できるよう、QRコードを
掲示した。これにより、生徒たちは自分が苦手な部分や新しい技
の手本を好きなタイミングで繰り返し視聴することができる。こ
のような活用によって、技の習得や完成度を高めるための積極的
な取組が見られた。

（２）デジタル教科書掲載のコンテンツの活用
（例：数学）

三角形の性質を学習する際、
図形の線分の長さが等しいこ
とについて、各自がコンテン
ツの図を各自で動かしながら
考察した。実際に図形を動か
すことで、どのような場合で
も図形の性質が成り立つこと
を視覚的に理解することにつ
ながった。

（３）デジタル教材の活用と協働的な学び
（例：国語）

本文の読み取りの際、デジタル教科書
の本文を見ながら、チャットに入力さ
れた仲間の意見や読み取り内容を確認
した。
学習方法や必要なものが必要な時に手
に入る学習環境をつくることで、画面
上で仲間の意見を確認しつつ、実際に
会話もしながら学習を進める姿が見ら
れた。



【取組内容④】 Googleチャット，クラウドを活用した校務の効率化

小川村立小川中学校（長野県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

【 業務の効率化のために】
・業務の確認や連絡事項など，チャットで連絡。
・チャットやドライブを活用し，職員間の配布資料，印刷時
間や用紙の削減。
・ドライブにファイルを保存し，共同編集，即時編集を行う。

〔小川中学校職員のグループチャット〕

チャット使用の感想（教員）

・自分の空いている時間に連絡事
項の確認ができて便利。

・通信をカラーでみられるので，
見やすい。

・印刷・配布の手間がかからない。

・必要な時にメンバーを集めな
くても，情報共有や意見交換が
できる。
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